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みわたせば西も粟もかすむなり君はかへらずまた番や釆し

におくじようたけこ

この美し-匂やかを歌は､大正期の女流歌人九條武子の代表歌の

きんれい

ひとつとされています｡第一歌集『金鈴』(大正九年)　の中の一首ですが､この歌ににじむ典雅を調べと憂愁は､読者にはそのまま九條武子の象徴のように思われたのでしょう｡
昭和に入って間もな-逝去した九條武子の名が｢美人薄命｣　の代

びぼう

名詞のように言われたのも､そう遠い昔ではありません｡その美貌､高貴を生い立ち､結婚生活の不幸な影､死に際しての見事さなどが､

シ_-ら

世の人々の心を捉えてはなしませんでした｡

武子は明治二十年　(一八八七)　十月､京都の西本願寺､いわゆるにしほっす

｢お西｣　の末子として誕生しました｡父は本願寺二十一代法主の明

こうそん

如上人大谷光尊で､周囲からは武子姫と呼ばれる境遇だったのです｡武子は京都師範の附属小学校へ､一里ほどの道を､人力車にのり友
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幼少のころ

そでちご

禅ち-めんの袖に稚児まけ姿で通学しましたが､十二歳の夏､好きな学校もやめさせられ､あとは､当時深窓の令嬢の多-がそうであったように､家庭教師によって教育されました｡

その人並みすぐれた美し

しょうけい

さと才華は､信徒たちの憧憬と尊崇の的であり､厳格な父君も武子

かわい

を破格に可愛がり､病気癒養中の伏見桃山の別荘に共に住まいました｡十三歳のころにはシャム　(現･タイ王国)　皇太子との縁談が進

さA,

みましたが､父の逝去もあって沙汰やみになりました｡法主を継い

こうずいれんし

だ兄の大谷光瑞は､やがて東本願寺の連枝　(一族)　に武子を托すことを考えますが､西本願寺から東本願寺へ人気が移ってしまうこと
おそ

を怖れた重職たちの反対があって､これも成立しませんでした｡そ



良致･武子夫妻(左)､光瑞･憲子夫妻(右)

れほど､若いゝ武子は人々の的存在だった
こうして､

てはかなり陥

ていて､新しい写実派の｢アララギ｣が台頭していました華｣は国学系の伝統を守りながら漸進する形をもっていた

やす

流階級の教養的な和歌の技法を持つ人々にも､近づき易い
'佐佐木信綱はよ-これらの人々を迎え入れていました｡

やなぎはらぴゃくれん

ならず柳原白蓮もまたその一人です｡刊行は大正九年六月でしたが､

ごせっけこうしゃく五摂家の九條公爵家の分家で､明治天皇の后､

かずこうらかた

新法主大谷光瑞の妻､善子裏方の実弟でした｡

どこ

れがまだ強-残っていて､仏門は何処も経営が光瑞は非常に事業家的な広い視野をもっており

いへんやしたが､

條良敦に､新しい事業の視察のためロンドンに留学させた

かたがた

れます｡見送り努々､兄嫁篤子夫人も同行しますがへ　ロン

とざ

緋の房の擬はかたく閉されて今日もさびしく物おもへとや　　　ひもとゆひのしまらぬ朝は日ひと酎わが髪さへもそむ-がと思ふわが胸にがへらぬ人かあまりにもはかなし芦もまぼろしもなき　とが書く人もいふ人もはた砦はあらずものがたりめくわが徹匝ゆゑ

いてまもな- ､武子は､篤子夫人共々､帰国して釆ました｡

わたこけい

それ以後､十年に亘って､孤閏を守ることになるのです｡

仲の好かっだ義姉篤子夫人も'帰国後間もな-逝去し､

のこ

子夫人の遺した仏教婦人会を守って､全国の巡だ二十代半ば､武子の行-先々には､熱心を信いました｡そしてこの活動は､兄光瑞が法主をの直前まで続けられたのでした｡

のぶつな

その間､武子は佐佐木信綱の主宰する短歌結

はな

｢心の華(のちの心の花)｣に｢秋の夜｣の筆名
めます｡当時､常識破りの新しい短歌｢明星｣
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などの歌が'薄倍の佳人のイメージをいやが上にも人々に印象づけました｡

実際､世の人々は｢ものがたりめ-｣佳人の｢宿世｣に同情し､

想像し､感激したのでした｡そのぶん､武子には一種の｢美人薄命伝説｣のようなものかつきまとい､人気のわりには歌をあまり評価されることがなかったようです｡しかし､現代の眼からみても､かな-個性的で鋭敏を歌がい-つも混っているのに注目したいのです｡

直筆色紙れとなりしもこのねが　(願)　ひより

生るるも死するも脈諮ひとりぞとしかおも
ヽつ,ま

ひ入れば嫌輔㌻あらずたたけどもだだけどもわが心しらずピアノ
きい

の鍵盤は氷の如し
はつなつひとりゐ

初夏は番よりもなほ独居のほとほとつら-むねにせまり釆

ひらめり

満身の血潮の冷えて閃-は氷のごとき理の
やいぼ

刃のみ

むろこのみ

与へられし氷の室の上にして-すしや此身
ほむら

燭ともゆる

ち切って帰国して来ます｡その間､イギリス人の現地妻との間に子までなした九條男爵でしたが､祖国の人々からの強い要請に､帰国を決意したのです｡そこには　『金鈴』　の評判によって､男爵の立場をこれ以上悪-した-ない人々の意志が働いたのだともいわ
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ここには｢氷｣という語の使われた作を中心に摘録してみました

が､その感覚の確かさに驚かされます｡今から八十年ほど昔の歌とは思えない鋭さがあるのです｡自らを率直に見つめる力を､武子は

そな

十二分に具えていて､現代的な所があるのです｡『金鈴』刊行後､半年して､夫の良致男爵は､十年の港英生活を打

れています｡

なまやさ

十年の別居､それは生易しいものではなかったでしょう｡それ以

上に､十年別居後の同居は､もっと容易ではなかったと思われます｡

ヽつら

思い出そうとしても｢声もまぼろしもなき｣状態｡恨みごころから

われ力

ようや-｢ひとり｣　の吾を見据えて､自らの存立を克ち取って行った十年｡

幸うすきわが十年のひとり居に恋しきものを父とし答ふ

と歌い､決して｢夫｣　の不在を寂しいといわなかった武子なのです｡その後､武子の文名があがるにつれ､良敦の存在は淡い影のようにしか見えな-な-ます｡

武子が生前に出した歌集は､この『金鈴』一冊で､他に随筆や歌､

むゆうばり

戯曲などを集めた　『無憂華』　が､死の寸前､昭和二年七月に刊行さ

-んぜんしろくSjや<

れているのみで､歌集『薫染』『白孔雀』は､没後に編まれたものです｡
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関東大震災(大正12年)の被災者に救援｡

ます｡こ上演され岡本かのて戯曲に説に自らでした｡舞踊曲｢

は帝国劇場で

布教巡回中の北海道での作ですが､世間の人々が思うよう美しく気高いお姫さまではな- ､しっかりした宗教観､自ち､人々に手をさしのべ､身を惜しまず働- ､使命感のつもあったのです｡
､大陸浪人のような男が押しかけて来て金品を強要したと

評を得たもので､

i

ニj龍に刺戟され
漆め､やがて小路を見出したのは戯陣以外にも､の曲｣　の作詞構

叢窯業認諾議論篤癖　　りん　　　　　　　　　　　　　　　　　　しか

ぎ､武子は凛とした態度でこれを叱り

一歩も退かなかったという

戌も手がけていて､当時のNHKラジオで放送

エピソードが伝えられています｡武子の声は威厳にみちて､実際､金鈴を振るような美しい音声をもっていたそうです｡人々が｢金鈴夫人｣と呼んだというのも無理はないのです｡美し-優雅な武子が

あが

言葉を発するとき､信徒たちは心から武子を崇めだといいます｡

そうてい

『無憂華』は武子自身の装帽で､自筆の色紙や自画像も入っており､その文章の味わいも､深-落ちついた慈味をもっています｡文も絵

分野で創作活動をしなから､一方では関東大震災以後はと救済や児童愛護に力を注ぎ､全国を回って布教活動を精力しています｡そのために過労で倒れることもありました｡

も文字も巧-､容

夕べせまる防雪林のうすやみにましかき山うどの花救はれしものゝやうにも車よりおり人ら顔あらひをり神のものか大のものかはしらなくに

な

なり汝は羊とうまれ

､性質も
いこの佳の岡本かえ敬服きざに穏や

かな魅力をもっていました｡『無憂華』はたちまちベストセラーになり､七月発売の本は八月に六版､九月に

(昭和3年i月)
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十九版に至るハイペースで増刷されています｡

へんとうせん

その武子が風邪をこじらせ､扁桃腺の切開の予後､歯の炎症を起

し､抜歯後敗血症を起して逝去したのは､昭和三年二月七日のこと

こつずいこつま-

でした｡ひとえに､過労の重積が回復力を奪ったのです｡骨髄骨膜
えんはげむか

炎という､烈しい痛みの中で､武子はじつに平静に自らの死に対い

しょうみょうしょうよう

最後まで人々にことばをかけ､称名　(仏の名号)を唱え､従容として死んでいったと伝えられます｡『無憂華』　は､いっそう売れ行きを増しました｡多い時には一目の内に四版を刷るということさえありました｡世の人々は挙げて武子の死を悼んだのでした｡武子はすでに自らの印税を全部投じて､貧しい人々のための診癒所を作っていましたが､良敦への遺言は､｢私

ちょう

が居な-なってもあの診療所だけはどうか盛んになるようにして頂
''A)い

戴｣　というものだったといいます｡

武子は生前､大震災によって詠草を全部失いましたが､以前雑誌

-んぜん

に発表した作や､その後の作を自ら集めてあり､『薫染』という名もつけられていましたので､師佐佐木信綱の手で､病中の歌､追悼記などを加え､遺歌集『薫染』　が刊行されました｡

弱きもの美しきものかくあれと泰はまくほしみ散りちるうばらただひとりうまれし故にひとりただ死ねとしいふや落ちてゆ-日は風ふけば風のまにく雨ふれはぬれくそ立つ寂しさしたがひ

われのこ

さえずてあれなき世の後も我といふ者の遺せる一すぢの跡
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全国各地-仏教婦人会活動を奨励｡

前著『金鈴』　に比べるとい-

らか観念的でおだやかな傾向があり､また死の予感を思わせる歌もい-つか入っていて､多忙の中に自らの体の衰えを知っていたのであろうと察せられるところがあります｡武子は歌人としてよ-も仏教人として生きることにはっきり重点を置いて活動していたようにも思えるのです｡短歌に対する無欲さのようなものが､このあた-には見えているように思います｡

いんせきよしいいさむ

没後翌年の昭和四年には､姻戚に当る歌人吉井勇の編による歌集

『白孔雀』　が刊行されました｡更に佐佐木信綱編の　『九條武子夫人
書簡集』　が同じ年に刊行されて､ここにも歌が入っています｡こうして､没後直ちに作品があつめられ刊行されたところにも､周囲にあうかが在った人々の､九條武子への哀惜と追慕の情の深かったことが窺われます｡

おおないきぞ大地震は昨日のまがごと夕はえの今日の鎌倉なにごともなし



しのぶこと思ふことあまりしげければ月もひと校は曇りてあれな

くじやくたま

夢ならず白き孔径が校の舞にわが魂さそふコスモスの花

うれひすすき

うつそみの人の愁はしみじみと薄の生まるるものかうつくしきものの眠りをつつむごとやの森は涼しかりけり

ゆ←つ

流麗を調べのなかに､どこか消し去れない憂

む人の心にも静かを愁いを誘うようなところが武子調｣ともいうべき文体が出て来ているのに気づきます｡代は大体､震災以後から昭和初年にかけてのものですが､そ

みかじまよしこあさお

当時の女流歌人たち､三ケ島薗子､原阿佐緒､柳原白蓮､

きしこ-にこ

若山喜志子､今井邦子､岡本かの子､それらの人々のどれった､いわば清らかな格調のようなものを保っているので

ひと

は才華に恵まれた佳人のはからずも負った｢十

あがな

試練によって購われたものなのかもしれません

また､九條武子は､身近を共感や卑近を同情
はないとも思えます｡

いくへ

身のきぬを心のきぬを幾重かけから'
われ

我人にまじらふ

らぎやういくへ

き裸形の身にも心にも懸垂かさねしい

と歌う武子には､宗門の象徴として､身を挺して布教に､救済に尽す使命をこなすためには､常に人から求められる像に合わせてふるまわぬばならない､その昔しぎがつきまとっていたのかもしれません｡

ももたnノ

百人のわれにそしりの火はふるもひとりの人の涙にぞ足る
ていねん

という諦念に似た思い切りが､多-の苦痛を耐える強さを支えていたようにもみえます｡武子にとって､短歌はひとつの心の安全弁であったとも思われるのです｡

ちりぢりにわがおもひ出も降りそそぐひまなぐ花のちる日なりけり

ら花散りに散るかな思ひ出もいや積み
おほたに

る大谷の山

京都東山の大谷､

しんらん

親鸞聖人の廟のそばには､武子の生母円明院の

しばら

隠居所がありました｡過労のあげ-普-療養したときの､こうした歌をよむと､武子の故郷はやはりさ-ら散る京都であったのだ､とその安らぎに思わずほっとした思いを抱かずにはいられません｡

歌人探訪`九傭子　h♀

(おざき･さえこ　｢運河｣運営委員)
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